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敷地間の道を配置された農園への
アクセスとする

誰もが敷地内を自由に行き来
できる緩やかな曲線の道

大小様々な「農」を配置する
クラインガルテン農園

商業、宿泊施設

現況

「農」は都市化という時代背景により完全に我々の
生活から切り離されてしまった。
全国の農村では、過疎化、高齢化、就農者の減少、
兼業化等の問題のなかで、年 「々農」の存在が薄れ
てきている。
一方、都市部ではストレスの増大により「UIJターン」
や「スローライフ（自給自足）」さらには「Lohas～ロ
ハス～」、「グリーンツーリズム」等の考えが浸透し
てきている。
「農のある暮らし」は生活空間としての役割に加え、
自然環境に包まれた最も望ましい生活空間である
と認識されつつある。

提案

「UIJターン」や「スローライフ（自給自足）」を目的に
地方で農業を行う事は、都市生活を行ってきた人に
は難しい。「Iターン・リターン」がいい例である。
地方では、地域住民同士のつながりが生きており人
間関係が生活に大きく影響する。これは、農業でも
共通しており地方には地方の農業ノウハウが存在
する。
そのため、地元就農者や地域住民とコミニケーショ
ンがとれ、農業ノウハウや地域の風習などを学ぶ事
ができ、地方生活や就農への肩ならしとして利用す
る施設を提案する。

計画

「農」を主体とした施設を計画する。
都市住民：
「農のある暮らし」ができる長期滞在型の農業学校、
宿泊施設付きの農園等を計画。
地域住民：
コミュニティーの場になる広場、市民農園、果樹園、
直売店、レストラン等の施設を計画。

コンセプト
この施設は、誰もが自由に出入りができ、散歩がて
ら立ち寄る事ができる。
また、敷地内には果樹園、菜園、田んぼなどの大小
様々な農園を点在させる。
そのため、敷地全体をあぜ道で区切られたいくつ
かの畑と見立て「農」に馴染むように配置する。
これにより敷地内を自由に行き来できる。
建物は、「農」をイメージさせる「ビニールハウス」、「
小屋」のカタチを用いる。

農のある暮らし

高知工科大学　工学部　社会システム工学科
1101005　北川雄也
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高知県

高知県　安芸郡

芸西村 全図

芸西村
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市民農園

果樹園

単体

外壁や屋根に色を付けたり、透明にしたりする事で見る方向に
よって印象が違う

人が集まり利用する場所に連続体、少人数が定期的にしか
利用しない所に単体、半体

連続体 半体

ビニールor布

敷地

高知県安芸郡芸西村

高知市から東へ３０km。
村の南は土佐湾に面し、北を山地に、東西を台地に囲ま
れたこの村は、冬でも暖かく、ずらりと並んだビニール
ハウスが印象的な、県内屈指の園芸農村である。
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クラブ・ハウスを見る お気軽菜園を見る

配置図　1/20000 10 100(m)20 505

駐車スペース：58 台

お気軽農園用：40 台

商業施設用：10 台

従業員用：8台

就農者用駐車スペース：10 台

クラインガルテン用駐車スペース：12 台

就農者用宿泊施設

   1 人暮らし用：8戸

2人暮らし用：3戸

ファミリー用：1戸

多目的スペース

空室がある場合は

「お気軽農園」の人も宿泊可能

クラインガルテン農園

約 300 ㎡×20 個

ラベル（簡易の宿泊施設）に滞在しながら農業を

楽しむ滞在型市民農園

果樹園

ガラス温室の中に様々な果樹を栽培する

一つ上の菜園

約 300 ㎡×10

就農者用の菜園　それぞれの菜園には、

20 ㎡の休憩施設併設する

お気軽菜園

約 30 ㎡×18
市民用菜園　それぞれの菜園には、

約 2㎡の農具室併設する

お気軽菜園

約 30 ㎡×22

市民用菜園

それぞれの菜園は、約 2㎡の農具室併設する

田んぼ

約 100 ㎡×20
就農者用と、田植え・稲刈り参加者用を設ける

田んぼロード

幅 5mのデッキに正方形 (1m、0.5m) の

くぼみを設ける

クラブ・ハウス

農業学校、管理室、シャワー室、レストラン、直売店、

工芸所、ひろばを設ける

洗濯スペース：個人用の洗濯機、

                             コインランドリー

資材置き場：資材、トラクターなど

　　　　　　大小様々な道具を収納

お花ひろば

1年中楽しめる花畑

お泊まり所、クラインガルテン農園を見る「農のある暮らし」を見る


